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Abstract 

Radiocarbon C4C) da世ng 皿抽od has contributω 旬也e age determination of sμcimens of the past 

50,000 ye町S 血 geology and archaeology. However, since I'C da恒 is not 国 agr田皿entwith the calendar 

ye町，血e calib回世onusing a dataset which consisls of I'C da也 ofcalendar year known sa田pl田 is requir芭d

for it. Mo間四Iver. 曲師 isregional difference of I'C concen回世on 出血ea回osphere (regional I'C offset) , 

岨d 血世efo田，血 orderto be high-precision cali耐atioD，血.e dataset for 伺ch area n田ds to be estab!ished 

百eC阻町 forC凶nologi叫R回国民h (CCR) , Nagoya Univ悶ity has 血蹴臨d I'C data of也e 住曲ー血g

S町nples of a Japanese cedar from Yakn Island in Southem Japan, in order 旬 estab!ish a calibration 

datasetforJapan τ'his 田'port shows 血emeas田ement 田S叫t ofthe回e-nng s田npl田 of世田I 紅白 fαrmed 面

白.e 5出国n阻ry. 百irty five I'C 伽tes of 血e 田e-n時間皿.ples showed 血atit w出 be older 白血 IntCall3

for 抽 average of 35 土 22 ye町.百ese I'C da胞s we:出血ostly located 恒也e ntiddle of IntCall3 阻d

SHCalI3.τ'his me田町ement res凶t ntight sug耳目t 出国 I'C 叩ncen回世田恒也e a:回osphere of 血e

Japanese neighborhood fell 皿也e5也田n血ry，皿d 也e a:出ospheric supply fro皿也eSouthem Hentisphere 

may have become s回ng.S池田町toet al. (2013) 血ea叩凶血e 闘争ring sa皿.ples fonned 也血e5也 to6th

白nturyof a Jap岨ese 田dar 住間企omNag岨oP問f目白血也 Central Jap岨，抽d也ey 田ported 血at 也e血 14C

da胞s are older 血血IntCal13.our result accord wi血血eir study，岨d 血erefo田， at 也at 世田ec岨 considera 

possib山ty 血at也e 担fluen田 of也eSou血emHentisphere a回ospherehad reached 旬 CentralJapan. 

K砂words:Japanese cedar; Yaku Island; 14C dating; regional14C offtet; 14C calibration 
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1. はじめに

放射性炭素(14c)年代法は，過去 5 万年間の地質学・考古学試料の年代決定に貢献して

いる年代測定法である.しかし 1.C 年代は，過去の大気'<C濃度が一定ではなかったた

め，暦年代と一致しない 1.C 年代を暦年代に読み替えるには，年代既知試料の 1.C デー

タからなる暦年較正データセットを必要とする.また，大気 1.C 濃度には地域差

(regiona1 1.C offset) があることも知られている (Hogg et a1. 2002). 高精度な暦年較

正を行うには，様々な地域において暦年較Eデータセットを確立する必要がある.

名古屋大学年代測定総合研究センターは，日本版暦年較正データセットの確立を目指

して，南日本産樹木である屋久杉の l 年輪単位の 14C 濃度測定を実施している.これま

での測定から，屋久杉は過去 2∞0 年間の様々な時代において，世界標準暦年較正デー

タセットIntCa1(最新版はIntCごa113(Reimeret a1. 2013))よりも十数年一数十年古い 14C年代

を示すことが明らかになっている(Nak佃町'a et a1. 2013). この結果は，屋久島を含む南

日本近辺の大気 14C 濃度が，過去 2000 年の聞にたびたび低下していたことを示唆する.

近年，坂本ほか(2013)は，長野県宮田村産スギ埋没材の年輪 14C 年代測定を行い， 5-6 

世紀にかけて， IntCa109(Reimer et a1. 2009)より古い 14C 年代が示されることを報告して

いる.日本近辺の大気 14C 濃度低下の原因には，夏季における南半球大気の供給が考え

られている(中村ほか 2012). この説が正しいとすれば，中部日本産樹木に認められた

14C 濃度低下は，南日本産樹木でも認められるはずである.しかし，屋久杉の 5-6 世紀

の年輪 14C 濃度はまだ得られていない.そこで本研究は，同時代の南日本産樹木の 14C

濃度データを得るために，屋久杉年輪の高精度 14C 濃度測定を行った.

2. 試料と方法

試料は，名古屋大学太陽地球環境研究所所蔵の鹿児島県屋久島産のスギ(試料

名 :Yaku_A)である.この試料は，屋久杉標準年輪曲線(木村未発表)との年輪年代解析

が行われており，年代既知である.

試料のAÐ434-502の年輸を 1層ごとに切り分け，西暦年が偶数年の試料 35点仏D434，

436…, 502)の 14C 濃度を測定した.測定には，名古屋大学タンデトロン AMS2 号機を

使用した.偶数年のみを測定したのは，先に全体傾向を把握するためで，最終的には全

年輪試料を測定する予定である.各年輪試料の 14C 濃度から 14C 年代を算出した.

各年輪試料の 14C 年代をIntCa113 および南半球用暦年較正曲線 SHCa1 13但ogg et a1. 

2013) と比較して，その年代差を算出した.また， OxCa1 v4.2 (Bronk Ramsey 2013)を使用

して，各試料の較正暦年代を算出し，実年代との年代差を検討した.さらに， OxCa1の

ワィグルマッチングプログラム(BronkRa皿seyet a1. 2001)を使用し，較正暦年代と実年代
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の年代差も検討した.

3. 結果

測定の結果，南日本屋久島産スギ材(Y北u_A)の年輪試料 35 点の 14C 年代は. 1561:!: 24 

- 1644:1: 24 BP(1a)であった(表 1). これらの 14C年代は， IntCa113 より平均 35 :1: 22 BP(1 a) 

古く(図 1) ， SHCa113 より平均 22 :1:22 BP(1σ)若い値であった.5 年移動平均及び 11 年移

動平均のグラフは， IntCa113 と SHCa113 の聞を推移した(図 2).

各年輪試料の 14C 年代をInt(ごa113 および SHCa113 で暦年較正した結果， Int(ごa113 では

全試料で暦年代(実年代)を含む較正暦年代(2σ)が推定された(表 1). 一方， SHCa113 で

はお点中 33 点において暦年代を含む較正暦年代(2σ)が推定された(表 1).

各試料の 14C 年代を時系列データとして扱い， IntCa1 13 および SHCa113 により，ウィ

グルマッチングを行った結果， IntCa113 では西暦 502 年の試料が， 521 -537 ca1 AD (2σ) 

と 19-35 年若く推定された.一方， SHCa104 では同試料が 528 -549 ca1 AD (2σ) と 26-

47 年若く推定された(表 1，図 3).

4. 考察

測定結果より，南日本屋久島産スギ材(屋久杉 :Y誌u_A)の西暦 434 年-502 年の年輪

は， Intl臼113 よりも約 35 年古い 14C 年代を示すことがわかった.これまで，屋久島産ス

ギ材では， 1 世紀末一2 世紀末にかけて， IntCa109 より約 45-ω 年古くなること(吉光・

中村 2012)が報告されている.今回の 5 世紀の結果は，それに次ぐ大きな 14C 年代差で

ある

今回の結果は，坂本ほか(2013)が示した長野県宮田村産スギ埋没材の 5 世紀一6 世紀

前半の年輪 14C 濃度と調和した.前述の 1 世紀末一2 世紀末にかけての 14C 年代差は，

箱根産スギ埋没材で先に確認され(Sakamotoet a1. 2003)，屋久島産スギ材の調査で追認さ

れた(吉光・中村 2012). 今回も中部日本産樹木の結果を南日本樹木が裏付けた.これ

らから， 1 世紀末一2 世紀末及び 5 世紀一6 世紀前半の二つの時代は，日本の広い範囲

で大気 14C 濃度が低下していたと考えられる.また，後者が南日本産樹木で確認された

ことにより，濃度低下の原因は，どちらも南半球からの大気供給であった可能性が強ま

った今後は，屋久杉においても， 6 世紀前半まで 14C 濃度測定を行い，坂本ほか(2013)

の結果との比較検討を行う.

各試料の 14C 年代を独立したものとしてInt(ごa113 で暦年較正すると，得られた較正暦

年代(2 a)には真の暦年代を含まれた(表 1). しかし，この時代はIntCa1が 100 年近く横

ぱいに推移しており(図 2)，得られた較正暦年代も 100 年以上の幅をもっている(表 1).
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真の暦年代は較正暦年代の中央値から大きく外れており(表 1)，この時代は，単独試料

では正しい暦年代を推定しにくい時代であるといえる. Int<ごal13 との 14C 年代差も大き

いことから， 5 世紀は，日本産資料の暦年較Eに注意を必要とする時代といえる.

35 点の 14C 年代を使ってウィグルマッチングを試みると， IntCal13 及び SHCal13 のど

ちらでも，真の暦年代を含まない若い較正暦年代が推定された(表 1，図 3). この結果

は，個々の 14C 年代がIntCal より古い年代を示すことと矛盾するようにみえる.しかし，

5 世紀末一6 世紀前半(今回調べた時代より後の時代)で， IntCal は上向きの孤を描く(図

2). ウィグルマッチングは確率に基づく推定であるため，試料の 14C 年代時系列が較正

曲線の最も近い形の場所に当て骸まる.そのため，このような推定結呆となる(図 3).

ワィグルマッチングは，高精度かっ高正度な較正暦年代を得る有用な手法である.しか

し，今回の分析のように，一部の時代では， JEしく推定できない場合がある.今回の結

果から，日本産のふ6 世紀と想定される年輪資料は， IntCal13 でワィグルマッチングを

行っても，真の暦年代を得られない可能性があるとわかった.今後，この時代の日本産

資料のワィグルマッチングは， 14C 測定試料開の年輪数を少なくとも 100 年以上に設定

することを推奨したい.そうすることで， IntCal の平坦な部分を回避し，正しい，また

はEしい年代に近い較E暦年代が得られると考えられる.

IntCal と日本産資料の 14C 年代差が明らかでない時代はまだある.今回の結果が示す

ように，日本産資料の高正度暦年較正のためには，今後も様々な地域の日本産年代既知

試料を用いて，高精度 14C 年代測定を実施していく必要がある.
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日本語要旨

名古屋大学年代測定総合研究センターは，日本産資料の 14C 暦年較正の高精度化に向

け，屋久杉年輪の 14C 濃度測定を実施している.これまで，屋久杉は過去 2000 年間の

様々な時代に， IntCal より古い 14C 年代を示すことがわかっている.今回は， 5 世紀の
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屋久杉年輪試料の 14C 濃度測定を行った.その結果，試料の 14C 年代はIntCa1より平

均 35 :t 22 年古いとわかった.坂本ほか(2013)は， 5-6 世紀前半の長野県宮田村産スギ

埋没木が， IntCa1より古い 14C 年代を示すと報告している.今回の結果はこの報告と

調和する.これは， 5 世紀に日本近辺の大気中 14C 濃度が低下したことを示唆する.

今後は，屋久杉においても， 6 世紀前半まで 14C 濃度を測定し，坂本ほか(2013)の結呆

と整合するか検討する.

表1 鹿児島県屋久島産スギ材(Yaku_A)年輪試料35点の 14C年代と較正暦年代
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ホ A2-year definite gap sequence modelling was pe巾rmed using the OxCal on-line p l og同m (Bro巾 Ramseyet aL 2001; Bro巾 Ramsey2013) 
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図 1 IntCal13(Reﾎmer et al. 2013)と屋久島産スギ(Yaku_A)年輪試料35点の14C年代差
IntCal13の中央値を0としてYaku Aの 14C年代(x 印)とその5年(赤色線)および11 年移動平均(青色線)を
プロッ卜した
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図2 IntCal13(Reﾎmer et al. 2013)およひíSHCal13(Hogg et al. 2013)と屋久島産スギ
(Yaku_A)年輪試料35点の14C年代の比較
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図 3 屋久島産スギ材 (Yaku A) のウィグルマッチンク、結果
年輪 14C 測定試料 35 点の 14C 年代を (A) IntCal 13 および (8 ) SHCal13 で

ウィグJレマッチングした結果. AD502 の年輪はそれぞれ 521-537 cal AD(2σ) . 
528-549 cal AD (2σ ) と若い較正暦年代に推定された。
作図には OxCal v4.2(8ronk Ramsey 2013) を用いた。




